
主要事業評価シート（第２次実施計画／Ｒ１・２・３年度）

H ～ R

事業費

総人件費

項 01:総務管理費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ - 目 14:行政情報化推進費

施 策 の 大 綱 06:行政経営 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基 本 施 策 02:財産・情報の適正な管理・活用 款 02:総務費

施 策 の 方 向

②
目
的
・
概
要

対象 市民

目
的

市職員が庁内事務等に使用するシステムや機器類の維持管理に努め、安定稼働させることにより、行政事務の効
率化・迅速化を図る。

概
要

統合型内部情報システム、内部情報ネットワーク、統合型地理情報システム、人事給与システム、プリンタ制御シス
テム、一人一台パソコン等の機器及びシステムの維持管理を行う。また、制度改正に伴うシステム改修を行う。

事業予定期間 22 - 年度 主な根拠法令要綱等

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 政策部

17103 行政情報システム事業（内部情報系） 課名 ＤＸ・行革推進室

施
策
体
系

01:行政情報の適切な管理

○統合型内部情報システム(機器及びシ
ステムの管理)○内部情報ネットワーク(機
器の管理)○統合型地理情報システム(機
器及びシステムの管理)○人事給与システ
ム(機器及びシステムの管理)○プリンター
制御システム(機器及びシステムの管理)
○一人一台パソコンの管理

○統合型内部情報システム(機器及びシ
ステムの管理)○内部情報ネットワーク(機
器の管理)○統合型地理情報システム(機
器及びシステムの管理(延長契約))○人事
給与システム(機器及びシステムの管理)
○プリンター制御システム(機器及びシス
テムの管理)○一人一台パソコンの管理

事
業
費

計
画
額

事業費 81,900千円 69,900千円 69,200千円
国庫支出金

年
度
実
績

○統合型内部情報システム(機器及びシ
ステムの管理 ) ○内部情報ネットワーク
(機器の管理) ○統合型地理情報システム
(機器及びシステムの管理) ○人事給与シ
ステム(機器及びシステムの管理・制度改
正に伴うシステム改修 ) ○プリンター制御
システム(機器及びシステムの管理)  ○一
人一台パソコンの管理

地方債

その他 3,000千円 3,000千円 3,000千円

県支出金

一般財源 78,900千円 66,900千円 66,200千円

予
算
額

事業費 80,370千円 71,960千円 74,000千円
国庫支出金

地方債
その他 3,073千円 2,698千円 2,577千円

県支出金

一般財源 77,297千円 69,262千円 71,423千円

決
算
額

① 80,183千円 71,866千円 73,481千円
国庫支出金

地方債
その他 3,073千円 2,698千円 2,577千円

県支出金

所要人員 0.70 0.70 0.70

一般財源 77,110千円 69,168千円 70,904千円
② 5,494千円 5,487千円 5,532千円

一般職員

会計年度任用職員等 0千円 0千円 0千円
総コスト（①＋②） 85,677千円 77,353千円 79,013千円

5,494千円 5,487千円 5,532千円
人
件
費

受益者負担率 0.0% 0.0% 0.0%

③
　
事
業
の
計
画
・
実
績

令和元年度 令和２年度 令和３年度

年
度
計
画

○統合型内部情報システム
　・機器及びシステムの管理
○内部情報ネットワーク
　・機器の管理
○統合型地理情報システム
　・機器及びシステムの管理
○人事給与システム
　・機器及びシステムの管理
　・制度改正に伴うシステム改修
○プリンター制御システム
　・機器及びシステムの管理
○一人一台パソコンの管理

○統合型内部情報システム
　・機器及びシステムの管理
○内部情報ネットワーク
　・機器の管理
○統合型地理情報システム
　・機器及びシステムの管理
○人事給与システム
　・機器及びシステムの管理
○プリンター制御システム
　・機器及びシステムの管理
○一人一台パソコンの管理

○統合型内部情報システム
　・機器及びシステムの管理
○内部情報ネットワーク
　・機器の管理
○統合型地理情報システム
　・機器及びシステムの管理(延長契約)
○人事給与システム
　・機器及びシステムの管理
○プリンター制御システム
　・機器及びシステムの管理
○一人一台パソコンの管理



　

（参考：前期基本計画期間（H29-R3）における評価履歴） ■令和３年度予算額（事業費）の内訳

④
指
標

令和元年度 令和２年度 令和３年度

①
0

システム障害により、窓口業務に多大な支障をきたした件数
（ソフトウェアやハードウェアの不具合によるシステム停止等）

実績値 0 0 0
単位 件 件

名称 システム障害件数
成
果

計画値 0 0

件

実績値
単位

名称 計画値

②

名称 計画値

内部情報系システムの保守を適切に実施し、大きなシステム障害もなく安定稼働させることができた。な
お、内部情報系システムのうち、主要システムである統合型内部情報システムについては、クラウド化によ
る運用により、サーバー類を設置するデータセンターにおいて、２４時間３６５日の有人監視を行うなど、適
切にシステム保守を実施することができた。

計画どおり実施できた

成
果

【成果は順調に上がったか】

⑤
事
業
の
改
善

前
回
評
価

【前回評価の対応方針の概要を記入】
幹部職員等にタブレット端末を配布し、電子会議システムを導入するとともに、既存ネットワークの一部を無線LAN化し、ペーパー
レス化に努め、スマート自治体への転換を図る。

改
善
行
動

【前回評価の対応方針を踏まえ、どのような措置を講じたか】
タブレット端末及び電子会議システムを会議で活用することにより、ペーパーレス化の実現と、それに伴う資料印刷、差替え作業
等の労務軽減を図ることができた。

③ 実績値
単位

⑦
今
後
の
対
応
方
針

課
題

【課題は何か】

次
期
実
施
計
画
へ
の
方
向
性

令和５年度に契約期限が到来する統合型内部情報システム更新に向けて準備をする
必要がある。また、更新に併せて、公文書の電子化など、行政事務の更なる効率化・
迅速化につながる取り組みを検討する必要がある。

対
応

【課題に対し、どのように対応するか】

⑥
事
業
の
評
価

評価

統合型内部情報システムの更新の準備に当たっては、システム導入業者との調整を
綿密に行い、円滑に準備を行う。また、システム更新に併せて、既存のシステム環境
に加えて、デジタル技術を活用した公文書の電子化など新たな機能の導入を検討す
る。 【その他の場合、その内容を記載】

効
果

【対応することで、どのような効果が期待できるか】
統合型内部情報システムの更新の準備を行い、安定稼働が可能なシステムを準備す
ることにより、引き続き、行政事務の効率化・迅速化を図ることが可能となる。また、更
新に併せて、新たな機能を導入を検討することにより、デジタル技術を活用した公文
書保存の最適化など、行政事務の更なる効率化・迅速化を図るこどができる。

対応時期 令和４年度～令和５年度

Ａ
内部情報系システムについて、データセンター及び市庁舎において、監視や保守を適切に実施したことによ
り、大きなシステム障害もなく安定してシステムを稼働させることができ、行政事務の効率化・迅速化を維持
することができた。

十分な成果を得た

（判定）

活
動

【計画どおりに実施できたか】

Ａ

判
定

活動 B B A A A

【１次評価者】 政策部　ＤＸ・行革推進室長　宮崎　知己

【最終評価者】 政策部　ＤＸ・行革推進室長　宮崎　知己

H29 H30 R1 R2 R3
千円

令和３年度の最終予算額 74,000 千円
令和４年度への繰越額 千円

予算額（事業費） 74,000 千円

成果 B B A A A

内
訳

令和２年度からの繰越額

継続 （拡大）

継続 （現状維持）

継続 （縮小）

完了

その他


